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 図2田Fe核のバンド構造。K二〇は基底状態バンドう
 K二2は準γバンド。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,原子核弱Coと田Feを60Ni核にそれぞれ1個と2個の陽子空乳が結合した構造をも
 つものと考え,田Coと田Feの低い準位の諸性質(準位エネルギー,スピン・パリティ,電磁転
 移強度,田Co(d,31ib)田Fe反応の分光学的因子,等)を所謂「粒子一一振動結合模型」によって
 統一的に説明することを試みたものである。
 59C(〕(d,3He)駆Fe反応の分光学的因子は粒子一振動結合模型の妥当性の検証のための重要な
 決め手の一つであるが,公表されたデータが存在しないため,著者は33MeVの重陽子によるこの
 反1、碁の実験を遂行して,6MeV附近までの励起エネルギー範囲の24の準位に対して,移行角運動量
 と分光学的因子を決定した。その他の釦Co,田Fe核の準位の性質は既に知られている実験結果を
 利用している。
 粒子一振動結合模型の計算を行い,その結果を実験結果と比較してみたところ,準位エネルギー
 の再現性はやや不十分であったが,その他の性質については,この模型は全体として実験結果を説
 明することができ,特に分光学的因子については計算結果と実験結果の一致は良好であった。
 著者は,60Ni核の表面振動を調和振動と考える単純な粒子一振動結合模型から一歩進んで,OONi
 の振動準位についての実験結果から現象、論的に非1調和振動効果を取り入れた上で,粒子一振動結合
 模型の計算を実行し・計算結果が実験結果をより良く再現することをホした。
 更に著者はCoとFeの同位体核に対する殼模型計算の結果が粒子一振動模型の結果と類似して
 いることに注意し,その原因を追究した結果,殼模型における陽子一中性子相互作用と,粒子一振
 動結合模型における粒子一振酬:目互作用の類似性が原因となっていることを発見し,両模型の間の
 関連を明らかにした。
 以上のように本論文は者者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
 とを示している。よって庭野道夫提出の、論文は理学博士の学位論文として合格と認める,,
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